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第３期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

日本の未来図（円投資型）

 

【2017年10月６日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「日本の未来図（円投資型）」は、2017年10月

６日に第３期決算を迎えましたので、期中の運用状況

ならびに決算のご報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2014年10月31日から2024年10月４日までです。

運 用 方 針 

日本未来戦略マザーファンド（以下、「マ

ザーファンド」といいます。）の受益証券へ

の投資を通じて、主として、わが国の金融商

品取引所上場（上場予定を含みます。）株式

に実質的に投資し、投資信託財産の成長を

目指して運用を行います。 

外国為替予約取引等は行いません。 

主 要 投 資 

対 象 

当ファンド 
マザーファンドの受益証券

を主要投資対象とします。 

日本未来戦略 

マザーファンド 

わが国の金融商品取引所上場

（上場予定を含みます。）株式

を主要投資対象とします。 

投 資 制 限 

当ファンド 

マザーファンドの受益証券へ

の投資割合には制限を設けま

せん。 

外貨建資産への投資は行いま

せん。 

日本未来戦略 

マザーファンド 

株式（新株引受権証券および

新株予約権証券を含みます。）

への投資割合には制限を設け

ません。 

外貨建資産への投資は行いま

せん。 

分 配 方 針 

毎年10月６日（休業日の場合は翌営業日）に

決算を行い、原則として、以下の方針に基づ

き、収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

繰越分を含めた経費控除後の配当等収益に

は、マザーファンドの配当等収益のうち、投

資信託財産に帰属すべき配当等収益を含む

ものとします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案して決定します。分配可能

額が少額の場合や基準価額水準によって

は、収益分配を行わないことがあります。

 



品 名：90009_552483_003_02_日本の未来図（円投資型）_695675.docx 

日 時：2017/11/7 9:46:00 

ページ：1 

 

― 1 ― 

日本の未来図（円投資型） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

（参考指数）
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円

2014年10月31日 10,000 － － 1,278.90 － － － 1,012

１期(2015年10月６日) 10,093 0 0.9 1,475.84 15.4 92.5 － 2,209

２期(2016年10月６日) 9,357 0 △ 7.3 1,353.93 △ 8.3 92.8 － 1,871

３期(2017年10月６日) 11,847 0 26.6 1,687.16 24.6 95.2 － 1,402
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。設定日の東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は

設定日前営業日の終値です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％

2016年10月６日 9,357 － 1,353.93 － 92.8 －

10月末 9,664 3.3 1,393.02 2.9 94.1 －

11月末 10,007 6.9 1,469.43 8.5 93.1 －

12月末 10,267 9.7 1,518.61 12.2 94.1 －

2017年１月末 10,273 9.8 1,521.67 12.4 94.5 －

２月末 10,298 10.1 1,535.32 13.4 94.9 －

３月末 10,317 10.3 1,512.60 11.7 92.8 －

４月末 10,504 12.3 1,531.80 13.1 93.8 －

５月末 10,944 17.0 1,568.37 15.8 93.7 －

６月末 11,121 18.9 1,611.90 19.1 95.2 －

７月末 11,208 19.8 1,618.61 19.5 95.3 －

８月末 11,314 20.9 1,617.41 19.5 94.9 －

９月末 11,790 26.0 1,674.75 23.7 94.5 －

(期  末)   

2017年10月６日 11,847 26.6 1,687.16 24.6 95.2 －
 

（注） 騰落率は期首比。 
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日本の未来図（円投資型） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2016年10月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主な投資対象である「日本未来戦略マザーファンド（以下、マザーファンドといいます。）」における

主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、電気機器、情報・通信業、非鉄金属などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、古河電気工業、日本電産、スズキなどが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、食料品が基準価額にマイナスに寄与しました。 

・個別銘柄では、そーせいグループ、ユーグレナ、メディパルホールディングスなどが基準価額にマイナスに寄与し

ました。 
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国内株式市場は、上昇基調で推移しました。2016年11月の米大統領選挙でトランプ氏の優勢が伝えられ急落する

局面もありましたが、同氏が勝利するとインフラ投資拡大や減税政策などに対する期待などから反発し、12月中旬

にかけては、円安米ドル高が進行したことなどから一段高となりました。その後も、国内外の政治情勢の先行き不透

明感や、地政学リスクの高まりなどが嫌気され弱含む場面もありましたが、前年同期比で為替が円安米ドル高水準

にあることから企業業績の改善が期待されたほか、米国株式市場が堅調な展開となったことなどから、国内株式市

場は上昇基調で推移しました。 

 

  
当ファンドの運用はマザーファンドを通じて行いました。マザーファンドの運用につきましては、わが国の将来

の諸問題に対して、従来の常識を超えた技術、発想で取り組むことが期待される企業に着目し、ボトムアップ・アプ

ローチを通じて、利益成長やＲＯＥ（自己資本利益率）の上昇が見込まれる銘柄を選別しました。当期は、オフィス

の効率性の向上や環境負荷の低減に寄与する製品ラインナップを評価してセイコーエプソンなどを新規に組み入れ

電気機器セクターの組入比率を引き上げた一方、株価が上昇し相対的な割安感が低下したと考えた食料品などの内

需関連業種の組入比率を引き下げました。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数としてい

る東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落率を2.0％上回りま

した。詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要

因」をご参照ください。 

 

 

  

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。 
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当ファンドは、毎年10月６日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、委託会社が、基準価額水準、繰越分も含

めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を勘案のうえ分配金額を決定します。 

当期の収益分配につきましては、信託財産の成長に重点を置くこととし、見送りとさせて頂きました。なお、収益

分配に充てなかった留保益につきましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第３期 

2016年10月７日～ 
2017年10月６日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 1,847 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
国内株式市場は、良好な国内および海外経済、企業業績の拡大期待などを背景に、堅調な展開になると考えてお

ります。ただ、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が保有資産縮小を開始することによる米国および世界経済への影響

を警戒する見方に加え、北朝鮮を巡る地政学リスクに対する警戒感などから、短期的には値動きが荒くなる可能性

もあると考えられます。 

当ファンドの運用はマザーファンドを通じて行ってまいります。マザーファンドの運用につきましては、わが国

の将来の諸問題に対して、従来の常識を超えた技術、発想で取り組むことが期待される企業に着目して、ボトムアッ

プ・アプローチにより銘柄を選定してまいります。当面は、高齢化に伴う人手不足への対応のための人工知能（ＡＩ）

を活用した次世代テクノロジー分野や、環境負荷を軽減するための電気自動車に関連する銘柄など、テクノロジー

関連銘柄の組入比率を高めとする方針です。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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日本の未来図（円投資型） 

○１万口当たりの費用明細 (2016年10月７日～2017年10月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 177  1.663 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 86)  (0.810) 委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 86)  (0.810) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.043) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 20   0.190  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 20)  (0.190)  

（c） そ の 他 費 用 1   0.011  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.011) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 198   1.864   

期中の平均基準価額は、10,642円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応する

ものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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日本の未来図（円投資型） 

○売買及び取引の状況 (2016年10月７日～2017年10月６日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
日本未来戦略マザーファンド － － 776,824 877,000

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2016年10月７日～2017年10月６日) 

 

項 目 
当 期 

日本未来戦略マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 5,786,058千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,419,398千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.30  
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年10月７日～2017年10月６日) 

 

＜日本の未来図（円投資型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本未来戦略マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 1,953 792 40.6 3,832 1,052 27.5

平均保有割合 37.1%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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日本の未来図（円投資型） 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,337千円
うち利害関係人への支払額（B） 1,112千円

（B）／（A） 33.3％  
 

（注） 売買委託手数料総額は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 

 

○組入資産の明細 (2017年10月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

日本未来戦略マザーファンド 1,881,123 1,104,299 1,384,238
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2017年10月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

日本未来戦略マザーファンド 1,384,238 96.3

コール・ローン等、その他 53,063 3.7

投資信託財産総額 1,437,301 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年10月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 1,437,301,393  

 コール・ローン等 53,062,483  

 日本未来戦略マザーファンド(評価額) 1,384,238,910  

(B) 負債 35,010,318  

 未払解約金 21,756,636  

 未払信託報酬 13,168,061  

 未払利息 44  

 その他未払費用 85,577  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,402,291,075  

 元本 1,183,664,404  

 次期繰越損益金 218,626,671  

(D) 受益権総口数 1,183,664,404口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,847円

 
（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.1847円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は2,000,562,395円、期中追加設定元

本額は2,444,541円、期中一部解約元本額は819,342,532円です。
 

○損益の状況 (2016年10月７日～2017年10月６日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △     20,683  

 受取利息 111  

 支払利息 △     20,794  

(B) 有価証券売買損益 324,042,754  

 売買益 424,154,455  

 売買損 △100,111,701  

(C) 信託報酬等 △ 29,308,715  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 294,713,356  

(E) 前期繰越損益金 △ 99,775,377  

(F) 追加信託差損益金 23,688,692  

 (配当等相当額) (      442,474) 

 (売買損益相当額) (   23,246,218) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 218,626,671  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 218,626,671  

 追加信託差損益金 23,688,692  

 (配当等相当額) (      442,615) 

 (売買損益相当額) (   23,246,077) 

 分配準備積立金 194,937,979  
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注） 収益分配金 

決算期 第３期 

(a)配当等収益(費用控除後) 14,979,264円

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 179,958,715円

(c)信託約款に規定する収益調整金 23,688,692円

(d)信託約款に規定する分配準備積立金 0円

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 218,626,671円

 分配対象収益(１万口当たり) 1,847円

 分配金額 0円

 分配金額(１万口当たり) 0円

 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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日本の未来図（円投資型） 

用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 
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